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本年度の 客員教授と し て , 帝京大学医其菌研究セ ン
タ ー 所長の 安部 茂教授が就任し. 以下 の ような研究を
行 っ た .
教授 :安部
略 歴
1972年3月
1973年4月
1978年 3月
1979年4月
1980年4月
1985年4月
1989年4月
1990年9月
2000年4月
2001年4月
2004年4月
読 (客貞)
東京大学薬学部卒業
東京大学薬学系大学院入学
同博士課程修了 ･ 同学位授与
東京大学薬学部助手
帝京大学弗学部蘇師
帝京大学医学部医其菌研究セ ンタ ー 助教
授
帝東大学薬学部助教授
帝京大学医学部助教授 (微生物学歓喜)
帝京大学医真菌研究セ ンタ ー 助教授
帝京大学医其菌研究セ ンタ ー 教授
帝京大学医異常研究セ ンタ ー 教授. 所長
千葉大学其菌医学研究セ ンタ ー 客員教授
研究歴
｢痛および感染症に対する生体防御の研究+
｢真菌感染防御における白血球の役割の解析+
｢其菌由来物質の 免疫増艶能の研究+
｢カ ンジダ症の 各種療法の 開発+
｢ア ス ペ )i,ギ ル ス 感染における病原因子の検討+
研究概要
1 . J9乎er ugillwjkml
'
gwtu s感染に 掛ナる柄原国子の 解析
肺ア ス ペ ル ギ ル ス症 の発症は, 宿主の 食細胞によ っ て
防御されて い る. そ れに対 し て , A .hmigqEus は, 各種
病原因子を分泌し, 生体 の 防御磯構から逃れ感染を成立
させ る可能性が考えられ て い る .
そ の病簾田子の候補として グリオ
トキシ ンが推定されて い るが, 柄
理学的意義は明らかにされ て い な
い
. そ こ で
. 私 たちは本研究セ ン
タ ー 亀井教授らとの 共同研究で本
薗が分泌する吉昔括低分子の 中で グ
リオトキシ ン の寄与を同因子に対する抗体を用 い て検討
して い る . 方法としては グリオトキシ ンに軒する抗体を
用 い たア フ ィ こ テ - カ ラ ム を用 い て活性因子の 吸着. 分
離の 可能性を調べ て い る .
2 . Ca ndid.z の 粘膜感染モ デ ル の 作製とそ れを用 い た治
療法の開発
すで に私たちは マ ウ ス実験的粘膜カ ンジダ症と して ,
ロ腰. 咽頭, 腸管感染モ デ ル を開発したが, 本年度は ,
こ れ ら の モ デ ルを用 い て , 病原国子と防御国子に つ い て
検討するとともに, 食道カ ン ジダ症および涯カ ンジ ダ症
の マ ウ ス モ デ ルも作製した .
a
.
口 腔カ ン ジダ症モ デ ル : ヒト唾液が , 感染防御に
働くこ とを示した . また, ハ ー プ類も防御に有効な
ことを示した.
b . 咽頭カ ン ジダ症モ デ ル : ス テ ロ イ ドイ ン ヘ ラ ー が
増悪因子と して作用することを. 明らか にした .
c . 消 化管カ ン ジダ症モ デ ル : マ ウ ス に抗炎症 ス テ
ロ イ ド剤を投与 し消化管カ ン ジダ症を増悪させ る
と, 腸管からの 一 時的な CG ndidG の 播種が 挺こり.
cG ndida 抗原に 対して . 各種免疫グ ロ ブリ ンが産生
される ことを明らか にした .
d . 食道カ ン ジダ症モ デ ル :白苔が で きる モ デ ルを作
製し, 化学療法材の効果を検討した.
e . 塵 カ ン ジ ダ症モ デ ル : 炎症症状が認められるモ デ
)I/を作袈した.
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